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皆さんは「北方領土」を知っていますか？北方領土とは北海道の北東に連なる島々のことで歯舞

群島、色丹島、国後島、択捉島のことを指します。 

僕は北方領土について調べていくうちに、実際に北方領土に住んでいたお爺さん、お婆さんが何

十年も住んでいた故郷から急に出ていくことになったと言う事実を知りました。体験した方々はと

ても悔しくて悲しいと思います。 

僕がもし自分が生まれ育った町が急に占拠されて町に戻れない状況になったら悲しくてまた町に

戻りたいと言う気持ちになると思います。故郷とは誰にとっても思い出が詰まっていて大切な場所

だからです。 

僕はこの北方領土問題を解決するにはお互いのことを理解し合って尊重しあうといいと思いま

す。お互いの文化を知るために交流することが大切です。 

例えば日本はアニメで世界的に有名で日本に理解を示してくれている国がたくさんあります。こ

のようにお互いの文化を通して信頼関係ができていれば難しい問題も解決できるようになるかもし

れません。実際、僕は仲のいい友達がいて喧嘩をすることもありますがすぐに仲直りできて楽しく

遊ぶことができます。なので信頼関係はとても大切だと思います。 

自分として文化交流で何かできることを考えてみました。僕はプログラミングや折り紙、工作が

好きなのでこれらを紹介することで交流ができると思います。今、世界ではインターネットを使っ

て日本の文化と繋がっている人たちがたくさんいます。インターネットは時間と場所を関係なく人

と繋がれるのでこれらを用いて交流をしたいです。 

今回の作文を通して、北方領土問題を解決するには人との交流が大事だと思いました。また、イ

ンターネットを使うことでさらに幅広くたくさんの人たちと交流ができるので上手に活用していき

たいです。 

現在北方領土はロシア人が住んでいて難しい状況ですが、交流を通して平和的に解決していきた

いです。平和的とは北方領土にロシア人、日本人が共同して暮らせたらいいと思います。 


